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活動方針：委員会内外での積極的な情報収集・意見交換

• 第１小委員会（ソフトウェア特許に係る国内外の法制度）

• 第２小委員会WG１（デジタルトランスフォーメーションとソフトウェア
特許）

• 第２小委員会WG２（オープンソースソフトウェア活用の注意点）

ソフトウェア委員会（委員数 32名／担当：石島理事）
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ソフトウェア委員会（委員数 32名／担当：石島理事）

テーマ名：ソフトウェア特許に係る国内外の法制度
狙い：ソフトウェア特許の権利化に関する調査研究
内容の概略

• 米国（特許適格性を中心とした判例研究）

• 日本（早期審査の品質に関する研究）

• 日本（データ関連発明の保護範囲、活用方法検討）

アウトプット＆スケジュール
• パブリックコメント等に対する意見提出（都度）

• データ関連発明に関する保護の現状について論説投稿（下期）
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ソフトウェア委員会（委員数 32名／担当：石島理事）

テーマ名：デジタルトランスフォーメーション(DX)とソフトウェア特許
狙い：DX事例の収集とソフトウェア特許の有効性の検証
内容の概略

• 事例収集と類型化（日米中）

• ソフトウェア特許の有効性の検証（類型毎）

アウトプット＆スケジュール
• 有識者ヒアリング（都度）

• 論説投稿（来年度）
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ソフトウェア委員会（委員数 32名／担当：石島理事）

テーマ名：オープンソースソフトウェア（OSS）活用の注意点
狙い：近年の動向を踏まえたOSS活用時の注意点の網羅的整理
内容の概略

• OSSの概要（OSSライセンスの種類や互換性など）

• 企業間の観点（サプライチェーン全体におけるリスクとあるべき組織・体制）

• 企業内の観点（エンジニアと知財部員の関わり）

アウトプット＆スケジュール
• 有識者ヒアリング（都度）

• 論説投稿（来年度）


